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ウ
ン
カ
類
防
除

　
ウ
ン
カ
類
に
防
除
効
果
の
高
い
箱
施
用
剤
を
使
っ
て
い
て
も
、

本
田
防
除
を
1
回
以
上
行
い
ま
し
ょ
う
。
出
穂
後
の
防
除
は
、

効
果
が
低
く
な
る
の
で
、
株
元
に
薬
剤
が
か
か
り
や
す
い
出
穂

前
が
基
本
で
す
。

防
除
時
期

・
早
生
：
７
月
下
旬

・
中
・
晩
生
：
８
月
上
旬

カ
メ
ム
シ
防
除

　
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
基
部
を
吸
汁
し
不
稔
に
な
る
た
め
出
穂
期

に
も
防
除
し
ま
し
ょ
う
。
穂
揃
い
期
以
降
も
斑
点
米
の
原
因
に

な
り
、
色
彩
選
別
機
を
用
い
て
も
除
き
に
く
い
た
め
防
除
が
必

要
で
す
。

防
除
時
期

・
１
回
目
：
穂
揃
い
期

・
２
～
３
回
目
：
前
回
散
布
か
ら
７
～
10
日
後

米
粒
を
充
実
さ
せ
る
水
管
理

　
幼
穂
形
成
期
か
ら
出
穂
後
10
日
間
は
多
量
の
水
を
必
要
と
し

ま
す
。
水
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
管
理
し
、
そ
れ
以
降
は
間
断

か
ん
水
を
繰
り
返
し
ま
す
。

穂
肥
の
施
用
に
つ
い
て

　
８
月
は
穂
づ
く
り
の
重
要
な
時
期
で
す
。
穂
肥
は
出
穂
２
週

間
前
ま
で
に
行
い
、
充
分
た
ん
水
を
し
て
３
日
間
は
止
め
水
で

管
理
し
ま
す
。

　
葉
色
の
落
ち
て
い
な
い
稲
は
、
肥
料
分
が
切
れ
て
お
ら
ず
倒

伏
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
穂
肥
は
施
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
倒
れ
や
す
い
た
め
、
他
の
品
種
よ
り
遅
ら
せ
て

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
一
発
肥
料
を
使
っ
た
場
合
は

穂
肥
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

着
果
管
理
対
策

　
樹
冠
上
部
摘
果
や
枝
別
全
摘
果
で
取
り
残
し
た
果
実
が
あ
る

と
、
隔
年
結
果
防
止
効
果
が
下
が
り
ま
す
。
手
直
し
摘
果
を
行

い
、か
つ
小
玉
や
ス
ソ
成
り
果
、外
観
不
良
果
を
摘
果
し
ま
し
ょ

う
。
着
果
の
少
な
い
樹
は
、
9
月
に
ま
と
め
て
外
観
不
良
果
等

を
摘
果
し
ま
す
。

①
マ
ル
チ
被
覆

　
マ
ル
チ
被
覆
は
、
糖
度
上
昇
や
着
色
促
進
、

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
忌
避
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

②
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布

　

二
回
目
は
、
満
開
後
90
日
（
早
生
80
日
）

を
目
安
に
３
０
０
０
倍
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
樹
勢
の
低
下
し
て
い
る
樹
に
は
散

布
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
か
ん
水

　
夏
季
の
雨
量
が
少
な
い
と
減
酸
の
遅
れ
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
朝
方
に
な
っ
て
も
葉
が
巻

い
て
い
る
時
は
、
3
～
5
ｔ
／
10
ａ
を
目
安

に
夕
方
に
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　
黒
点
病
の
防
除
は
前
回
の
散
布
か
ら
１
カ

月
経
過
も
し
く
は
累
積
降
雨
量
が
２
５
０
ｍｍ

に
達
し
た
時
が
目
安
で
す
。
害
虫
の
発
生
状

況
に
応
じ
て
殺
虫
剤
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
黒
点
病  

　
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤　
６
０
０
倍
（
60
日

－

2
回
）

※ 

ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
固
着
性
展
着
剤
ア

ビ
オ
ン
Ｅ
１
０
０
０
倍
を
加
用
す
る
と
黒
点
病
の
防
除
効
果

持
続
期
間
が
安
定
し
ま
す
。

〇
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

　
ア
グ
リ
メ
ッ
ク　
２
０
０
０
倍  （
７
日

－

３
回
）

〇
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

　
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル

 

２
０
０
０
倍
（
前
日

－

３
回
）

〇
果
皮
強
化

　
バ
イ
カ
ル
テ
ィ　
１
０
０
０
倍

干
ば
つ
・
病
害
虫
に
注
意

し
つ
つ
茶
園
づ
く
り
！

茶
指
導
販
売
課
　
菊
川
　
響

茶
指
導
販
売
課
　
菊
川
　
響

品
質
向
上
対
策

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方  

浩
志
郎

浩
志
郎

病
害
虫
の
対
策

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺  

彰
人
彰
人

土
壌
水
分
と
か
ん
水

　
雨
量
が
少
な
く
高
温
が
続
く
と
、
土
壌
の
水
分
が
不
足
し
て

落
葉
や
枝
枯
れ
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
土
壌
水
分
の
蒸

発
を
防
ぐ
た
め
う
ね
間
に
敷
き
草
を
敷
き
、
幼
木
園
は
特
に
こ

ま
め
な
か
ん
水
が
大
切
で
す
。

　
か
ん
水
の
判
断
基
準
と
な
る
土
壌
水
分
浸
透
率
を
ｐ
Ｆ
値
と

い
い
、
通
常
は
1.5
ほ
ど
で
す
。
2.1
以
上
に
な
る
と
か
ん
水
が
必

要
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
大
井
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
過
去
１
カ

月
の
ｐ
Ｆ
値
を
確
認
で
き
ま
す
。

ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
→
営
農
→
Ｊ
Ａ
大
井
川
環
境

保
全
情
報
→
圃
場
選
択
→
気
象
デ
ー
タ
の
表
示

土
壌
改
良
と
土
づ
く
り

土
壌
改
良

　
施
肥
効
果
を
高
め
、
根
の
生
育
条
件
を
良
く
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。
苦
土
石
灰
や
セ
ル
カ
な
ど
を
10
ａ
あ
た
り
１
０
０
ｋｇ

を
目
安
に
、
定
期
的
に
施
肥
し
ま
し
ょ
う
。
土
壌
診
断
で
土
壌

の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

深
耕

　
う
ね
間
の
土
壌
を
深
さ
30
ｃｍ
前
後
ま
で
耕
し
、
土
壌
の
通
気

性
や
透
水
性
な
ど
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
膨
軟
性
を
高
め
ま
す
。

同
時
に
有
機
物
や
土
壌
改
良
材
の
施
用
が
有
効
で
す
。

　
深
耕
時
期
は
、
山
間
地
で
８
月
上
旬
か
ら
中
旬
、
平
坦
地
で

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
頃
が
適
期
で
す
。
茶
樹
の
養
分
吸
収

が
活
発
に
な
る
10
～
11
月
頃
に
根
が
回
復
し
て
い
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
翌
年
の
一
番
茶
の
品
質
を
保
ち
ま
す
。
高
温
で
干

ば
つ
時
の
深
耕
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
の
防
除

①
８
月
中
旬
～

　
チ
ャ
ハ
マ
キ
、
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
、
ヨ
モ
ギ
エ
ダ

シ
ャ
ク
は
、
幼
虫
が
大
き
く
な
る
と
薬
剤
効
果
が
落
ち
る
た
め
、

小
さ
い
う
ち
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。
発
生
量
が
多
い
場
合
は
２

回
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

②
秋
芽
生
育
期
～

　
８
月
中
下
旬
頃
の
少
し
涼
し
く
な
っ
て
き
た
時
期
に
、
カ
ン

ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
見
が
確
認
さ

れ
た
ほ
場
は
必
要
に
応
じ
て
対
象
薬
剤
を
散
布
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

方　法 被覆時期 目　的 条　件

全面マルチ ８月上旬～
８月中旬

着色促進
糖度向上

耕土が深く根群
分布が広い園地

部分マルチ ８月下旬～
９月上旬 着色促進 耕土が浅く

乾燥しやすい園地


